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組
み
も
実
施
す
る
。

　

教
育
改
革
は
、
一
朝
一
夕
で

成
果
に
結
び
つ
く
も
の
で
は
な

い
。
地
道
に
か
つ
情
熱
を
持
ち

続
け
て
こ
そ
実
現
す
る
も
の

で
あ
る
が
、
平
成
26
年
度
一
般

入
学
試
験
１
期
に
お
け
る
出
願

者
は
28
％
増
、
各
入
学
試
験
合

計
で
も
１
％
増
加
と
、
社
会
の

期
待
を
感
じ
る
結

果
と
な
っ
た
。
本

学
は
、
教
職
員
の

行
動
指
針
「
Ｂ
ｅ

　

Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｅ
ｎ

ｔ
‐
ｏ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ

ｔ
ｅ
ｄ―

す
べ
て

は
学
生
の
た
め
に

―

」
の
も
と
、
今

後
も
改
革
の
手
を

緩
め
ず
、
学
生
が

真
に
満
足
で
き
る

教
育
基
盤
づ
く
り

に
取
り
組
む
。
そ

の
こ
と
に
よ
り
本

学
は
、
社
会
に
貢

献
で
き
る
人
材
を

よ
り
多
く
輩
出
す

る
大
学
と
し
て
進

化
し
続
け
て
い

く
。

　

こ
う
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

改
革
と
と
も
に
、
女
子
学
生
に

対
す
る
支
援
体
制
も
強
化
す
る

た
め
「
女
子
学
生
支
援
セ
ン

タ
ー
」を
設
立
し
た
。
さ
ら
に
、

社
会
で
活
躍
す
る
た
め
に
必
要

な
考
え
方
や
知
識
、
マ
ナ
ー
な

ど
を
学
ぶ
授
業
を
行
う
予
定

だ
。

　

ま
た
、
論
文
や
レ
ポ
ー
ト
を

書
く
際
に
必
須
の
文
章
作
成
能

力
を
磨
く
「
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
」
も
設
置
す
る
ほ
か
、

出
席
や
成
績
評
価
の
厳
格
化
、

授
業
や
定
期
試
験
の
試
験
問
題

の
適
性
度
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
、
学

生
の
学
習
意
欲
を
よ
り
高
め
て

い
く
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

2
面

3
面

4
面

5
面

6
面

経
済
産
業
省「
社
会
人
基
礎
力
を
育
成
す
る
授
業
30
選
」選
出

岡
本
ゼ
ミ
の
戦
争
の
記
憶
継
承
活
動
／
早
期
合
格
者
学
習
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

本
学
学
生
が
ヒ
ロ
シ
マ
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
に

平
成
25
年
度
就
職
支
援
を
振
り
返
る
／
平
成
25
年
度
主
な
就
職
先
一覧

平
成
26
年
度
入
学
試
験
結
果
／
お
知
ら
せ

　

本
学
は
、
平
成
25
年
度
入
学
試
験
の
合
格
ラ
イ
ン
引
き
上
げ
に
続
い
て
、
さ
ら
な
る
教
育
改
革
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
立
学
の
方
針「
大
学
の
道
は
明
徳
を
明
ら
か
に
す
る
に
あ
り
」の
も
と
、学
生
が
持
っ
て
い
る「
曇

り
の
な
い
本
性
」
を
磨
き
、
前
途
有
望
な
人
間
と
し
て
自
己
を
確
立
で
き
る
よ
う
、
教
職
員
が
一
致
団
結
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
。
今
回
は
、
そ
の
新
展
開
に
向
け
た
本
学
の
歩
み
と
情
熱
を
紹
介
す
る
。

人
間
力
の
源
流
と
な
る
知
識
と
実
践
力
を
養
成

�
平
成
27
年
度
か
ら
の
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
展
開

教育改革「良識ある社会人」として求められる

確かな力を育む大学へ

き
た
。
し
か
し
、
18
歳
人
口
の

減
少
と
経
済
状
況
に
よ
り
、
本

学
で
は
専
門
性
の
高
い
教
育
に

加
え
、「
人
間
力
の
原
点
と
な

る
基
礎
知
識
」
を
養
い
、
そ
の

知
識
を
広
く
社
会
で
応
用
で
き

る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が
現

に
展
開
す
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
」、「
主
体
性
」、「
協

調
性
」、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
」

の
育
成
は
、
本
学
の
特
色
あ
る

教
育
と
し
て
学
内
外
か
ら
高
い

評
価
を
得
て
お
り
、
自
信
を

持
っ
て
実
践
し
成
果
を
出
し
て

　

本
学
は
こ
れ
ま
で
、
教
育
の

充
実
に
向
け
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
き
た
。
特
に
興

動
館
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
中
心

　

平
成
26
年
４
月
１
日
、
本
学

は
、
女
子
学
生
の
学
生
生
活
支

援
を
中
心
と
し
た
業
務
を
行
う

「
女
子
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
設
立
し
た
。
こ
れ
は
、
近
年

の
少
子
高
齢
化
に
よ
る
労
働
人

口
減
少
の
時
代
を
迎
え
、今
後
、

ま
す
ま
す
女
性
の
社
会
進
出
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
を
受
け
、
こ

れ
か
ら
の
時
代
を
経
済
学
的
視

点
か
ら
し
っ
か
り
と
見
据
え
、

豊
か
な
人
間
性
を
活
か
し
て
周

囲
と
協
力
し
合
い
、
高
い
志
を

も
っ
て
凛
と
し
て
歩
い
て
い
け

る
「
キ
ラ
キ
ラ
と
し
た
」
女
子

学
生
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
立
ち
上
げ
た
も
の
で
あ

る
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、「
安
心
、

安
全
な
大
学
生
活
を
送
る
」
た

め
の
環
境
作
り
を
主
と
し
た

キ
ャ
ン
パ
ス

ラ
イ
フ
支

援
、「
働
く

こ
と
を
中
心

に
、
豊
か
な

人
生
を
設
計

す
る
」
た
め

の
意
識
作
り

を
す
る
キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ

ン
支
援
の
２

軸
を
主
業
務

と
し
、
企
画

の
運
営
実
行

に
は
、
本
学

女
子
学
生
で

同
時
結
成
さ

れ
た
「
こ
ま

ち
会
」
の
メ

ン
バ
ー
も
参

加
す
る
。

人
材
育
成
の
根
幹
を

成
す
教
育
改
革

女
子
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
設
立

～
女
子
学
生
会“
こ
ま
ち
会
”も
同
時
発
足
～

　

平
成
26
年
３

月
、
よ
り
多
く

の
学
生
が
快
適

に
課
外
活
動
に

取
り
組
め
る
よ

う
な
環
境
づ
く

り
を
主
な
目
的

と
し
て
着
工
さ

れ
た
「
広
島
経

済
大
学
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
パ
ー

ク
」
が
興
動
館

エ
リ
ア
に
完

成
し
た
。
概

要
は
全
面
人

工
芝
の
サ
ッ

カ
ー
コ
ー
ト
１

面
（
１
０
５
ｍ

×
68
ｍ
）
と
そ

の
内
側
に
フ
ッ

ト
サ
ル
コ
ー
ト

４
面
で
、
夕
方

以
降
も
使
用
で

き
る
よ
う
ナ
イ

タ
ー
照
明
が
設

置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
鉄
筋

地
上
３
階
建
て
、
延
べ
面
積

１
０
４
４
・
６
８
㎡
の
付
属
施

設
も
建
設
。
１
階
に
更
衣
室
３

部
屋
、ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
、

ス
タ
ッ
フ
兼
メ
デ
ィ
カ
ル
ル
ー

ム
、
２
階
に
大
小
の
更
衣
室
４

部
屋
お
よ
び
倉
庫
２
部
屋
、
３

階
に
ど
の
席
か
ら
も
し
っ
か
り

と
試
合
を
観
覧
で
き
る
ス
タ
ン

ド
席
が
３
３
０
席
設
置
さ
れ
て

い
る
。

　

平
成
26
年
３
月
29
日
、
定
礎

式
・
竣
工
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
。

セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
、
広
島
で
活

躍
中
の
女
子
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム

「
ア
ン
ジ
ュ
ヴ
ィ
オ
レ
広
島
」

と
、
Ｕ–

17
広
島
女
子
ユ
ー
ス

と
の
記
念
試
合
及
び
、
山
陽
高

等
学
校
・
沼
田
高
等
学
校
・
広

島
皆
実
高
等
学
校
３
校
の
女
子

サ
ッ
カ
ー
部
に
よ
る
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
マ
ッ
チ
が
行
わ
れ
、
会
場

は
終
始
賑
や
か
な
声
援
に
包
ま

れ
た
。

完成したフットボールパーク

験
へ
と
転
換
し
た
。
こ
れ
に
伴

い
、
入
学
後
の
「
入
門
ゼ
ミ
」

で
は
、
英
語
や
簿
記
資
格
の
取

得
者
や
入
試
成
績
上
位
者
を
、

英
語
や
簿
記
・
会
計
を
担
当
す

る
教
員
の
ク
ラ
ス
に
配
属
す
る

な
ど
、
学
習
の
動
機
付
け
と
な

る
環
境
整
備
を
図
っ
た
。
ま

た
、
日
商
簿
記
２
級
や
英
検
準

２
級
な
ど
の
有
資
格
者
に
は
、

従
来
２
年
次
以
降
の
配
当
科
目

を
１
年
次
か
ら
履
修
可
能
と
し

た
。
そ
の
結
果
、
平
成
25
年
度

入
学
者
前
期
修
得
単
位
数
の
平

均
が
、
前
年
度
の
14
・
９
か
ら

16
・
７
へ
と
大
幅
に
上
昇
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
、
高
度

な
教
育
を
目
指
す
体
制
づ
く
り

が
着
実
に
進
ん
で
い
る
と
い
え

る
。

　

ま
た
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革

に
お
い
て
は
、
教
員
、
職
員

で
構
成
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
会
議
を
発
足

さ
せ
、
検
討
を
重
ね
た
結
果
、

次
の
３
つ
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
構

昨年開催された女子学生支援イベント〝茶話会〟に参加した「こまち会」となる女子学生たち

女
子
学
生
が
学
び
や
す
い
環
境
へ

　

本
学
が
目

指
す
教
育
改

革
に
向
け
た

大
き
な
一
歩

は
、
平
成
25

年
度
の
入
試

改
革
と
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
改

革
で
あ
る
。

　

ま
ず
入
試

改
革
で
は
、

平
成
25
年
度

一
般
入
学
試

験
お
よ
び
入

試
セ
ン
タ
ー

入
学
試
験
の

合
格
ラ
イ
ン

を
大
幅
に
引

き
上
げ
、
こ

れ
ま
で
の
定

員
確
保
の
た

め
の
入
学
試

験
か
ら
、
学

力
の
あ
る
学

生
確
保
の
た

め
の
入
学
試

平
成
25
年
度
の
着
実
な

一
歩
と
こ
れ
か
ら

社
会
に
貢
献
で
き
る

人
材
育
成
に
向
け
て

「広島経済大学
フットボールパーク」が完成

施設・設備の拡充
女子学生支援センター設置さきがけのイベントとして実施された茶話会の様子

教職協同の取り組みであるカリキュラム・コーディネート会議の様子

成
の
基
礎
と
す
る
こ
と
に
し

た
。

①�

社
会
人
と
し
て
身
に
つ
け
て

お
き
た
い
教
養
知
識
の
習
得

②�

日
常
会
話
レ
ベ
ル
の
英
語
運

用
能
力
の
習
得

③�

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
役
立
つ

専
門
知
識
の
習
得

　
「
教
育
の
原
点
」に
立
ち
返
っ

て
再
構
成
し
た
新
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
は
、
学
生
の
探
究
心
を
刺
激

し
、
学
ぶ
喜
び
を
強
く
感
じ
さ

せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
平

成
27
年
度
よ
り
施
行
す
る
。

代
の
大
学
の
責
務
で
あ
る
と
判

断
。
平
成
25
年
度
よ
り
、「
ゼ

ロ
か
ら
立
ち
上
げ
る
」
興
動
人

育
成
と
い
う
広
経
大
ブ
ラ
ン
ド

確
立
に
向
け
て
、
さ
ら
な
る
教

育
改
革
へ
大
き
く
舵
を
切
っ

た
。
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平
成
26
年
３
月
、
経
済
産
業

省
「
社
会
人
基
礎
力
を
育
成
す

る
授
業
30
選
」
に
、本
学
の
「
興

動
館
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
選

出
さ
れ
た
。
こ
の
「
社
会
人
基

礎
力
を
育
成
す
る
授
業
30
選
」

は
、
社
会
で
活
躍
す
る
た
め
に

必
要
な
社
会
人
基
礎
力
を
育
成

す
る
優
れ
た
取
り
組
み
を
表
彰

し
、
各
大
学
の
創
意
工
夫
を
共

有
す
る
こ
と
で
大
学
間
の
学
び

合
え
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。
今
回
、
応

募
総
数
１
８
９
校
の
な
か
か
ら

30
校
が
選
ば
れ
た
。
３
月
９
日

に
行
わ
れ
た
表
彰
式
に
お
い
て

は
、
受
賞
者
に
よ
る
３
校
の
事

例
紹
介
の
１
校
と
し
て
本
学
が

発
表
の
舞
台
に
立
ち
、
来
場
者

か
ら
大
き
な
反
響
を
得
た
。

　

選
出
さ
れ
た
本
学
の
「
興
動

館
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
実

践
を
重
視
し
た
学
び
で
人
間
力

を
磨
く
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
、

平
成
18
年
４
月
に
開
設
し
た
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
単
位
認

Ａ
Ｏ
入
学
者
対
象

「
入
学
前
セ
ミ
ナ
ー
」実
施

と
を
目
的
と
し
て
毎
年
実
施
し

て
い
る
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
Ａ
Ｏ
入
学
予

定
者
が
事
前
学
習
で
企
画
し

た
「
宮
島
ま
ち
あ
る
き
」
や
在

学
生
が
企
画
し
た
「
ウ
ェ
ル
カ

ム
パ
ー
テ
ィ
ー
」、
２
日
目
は
、

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
な
が

ら
山
頂
を
目
指
す
「
弥
山
登

山
」
を
実
施
。
最
終
日
に
は
、

こ
れ
ま
で
実
施
し
た
活
動
を
ふ

り
か
え
り
、
気
付
き
や
想
い
を

発
表
し
た
こ
と
に
加
え
、「
私

が
大
切
に
し
た
い
〇
〇
カ
条
」

と
題
し
て
、
興
動
館
で
活
動
す

る
上
で
必
要
な
こ
と
を
ま
と
め

　

平
成
26
年
２
月
14
日
か
ら
３

日
間
、
本
学
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ

ス
成
風
館
（
廿
日
市
市
宮
島

町
）
に
お
い
て
「
平
成
26
年
度

Ａ
Ｏ
入
学
者
対
象
入
学
前
セ
ミ

ナ
ー
」
を
実
施
し
た
。
こ
の

セ
ミ
ナ
ー
は
Ａ
Ｏ
入
学
予
定
者

が
、
入
学
前
に
興
動
館
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
た
め
の

心
構
え
や
興
動
人
と
し
て
の
意

識
を
育
て
る
こ
と
、
そ
し
て
、

平
成
25
年
度
Ａ
Ｏ
入
学
者
の
入

学
後
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
、
本
セ
ミ
ナ
ー
の
企
画
・
運

営
を
通
じ
Ａ
Ｏ
入
学
者
と
し
て

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
育
む
こ

て
発
表
し
た
。

参
加
し
た
入
学

予
定
の
生
徒
と

在
学
生
た
ち
は

Ａ
Ｏ
入
学
者
同

士
の
つ
な
が
り

を
学
び
合
い
、

今
後
の
学
生
生

活
で
の
成
長
の

大
き
な
原
動
力

と
な
っ
た
よ
う

だ
。

　

Ａ
Ｏ
入
学
者

の
今
後
の
活
躍

に
期
待
し
た

い
。

セミナーで実施された企画にチャレンジする
AO 入学予定者の生徒と在学生たち

経
済
産
業
省

「
社
会
人
基
礎
力
を

育
成
す
る
授
業
30
選
」
に
選
出

定
さ
れ
る
「
興
動
館
科
目
」
と
、

単
位
認
定
さ
れ
な
い
「
興
動
館

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
あ
り
、「
興

動
館
科
目
」
で
は
、
元
気
力
、

企
画
力
、
行
動
力
、
共
生
力
の

４
つ
の
力
の
育
成
を
テ
ー
マ
と

し
て
少
人
数
で
多
彩
な
科
目
を

開
講
し
て
い
る
。
ま
た
、「
興

動
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
国

内
外
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地

域
と
協
同
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
企

画
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
企
画

の
発
案
、
運
営
、
実
施
ま
で
す

べ
て
学
生
が
主
体
的
に
行
っ
て

い
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
だ
。

各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
リ
ー
ダ
ー

や
副
リ
ー
ダ
ー
に
は
、
年
４
回

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
修
会
を
実

施
。
メ
ン
バ
ー
の
士
気
を
高
め

る
方
法
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に

つ
い
て
互
い
の
経
験
を
共
有
す

る
な
ど
、
自
主
的
に
学
び
を
深

め
て
い
る
。
こ
う
し
た
取
り
組

み
の
全
て
が
、
本
学
の
目
指
す

「
ゼ
ロ
か
ら
立
ち
上
げ
る
興
動

人
」
に
必
要
な
「
人
間
力
」
の

育
成
と
、
経
済
産
業
省
が
推
進

す
る
「
社
会
人
基
礎
力
」
の
育

成
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
学
で
は
、
興
動
館

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
学
生
が
の
び

の
び
と
取
り
組
め
る
よ
う
、
環

境
整
備
も
積
極
的
に
実
施
。
活

動
に
取
り
組
む
学
生
が
自
由
に

使
え
る
施
設
「
興
動
館
」
を
設

け
て
お
り
、
専
任
ス
タ
ッ
フ
６

名
を
配
置
し
て
い
る
。

　

興
動
館
の
友
松
修
課
長
は
、

「
教
職
員
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
必
要
最
低
限
の
サ
ポ
ー

ト
を
行
う
だ
け
で
、
主
導
権
を

持
ち
ま
せ
ん
。
特
に
単
位
が
認

定
さ
れ
な
い
興
動
館
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
お
い
て
は
、
学
生
の
意

志
そ
の
も
の
が
運
営
の
原
動
力

と
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
学

生
が
取
り
組
む
な
か
で
失
敗
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
う

し
た
経
験
を
乗
り
越
え
る
こ
と

が
自
立
し
た
社
会
人
と
し
て
成

長
す
る
重
要
な
学
び
と
な
っ
て

い
ま
す
」
と
力
強
く
語
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、
自
分
の
成
長
を
客
観
的
に

分
析
で
き
る
評
価
シ
ス
テ
ム
が

確
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
ポ
イ

ン
ト
だ
。
社
会
人
基
礎
力
を
構

成
す
る
12
の
能
力
要
素
に
つ
い

て
、
学
生
が
自
分
自
身
の
力
を

評
価
・
分
析
す
る
「
プ
ロ
グ
レ

ス
シ
ー
ト
」
へ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

実
施
前
と
実
施
後
に
記
入
。
そ

こ
か
ら
学
生
自
身
が
自
分
の
長

所
や
克
服
す
べ
き
課
題
を
見
出

し
、
次
の
一
歩
を
踏
み
出
す
た

め
の
貴
重
な
材
料
と
な
る
。

　

平
成
18
年
の
開
設
当
時
と
比

べ
る
と
、
興
動
館
科
目
が
20
科

目
か
ら
31
科
目
へ
、
興
動
館
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
４
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
か
ら
19
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
と

増
え
、「
興
動
人
」
の
輪
が
さ

ら
に
広
が
っ
た
。
今
後
も
す
べ

て
の
学
生
が
持
つ
「
人
間
力
」

が
大
き
く
育
ま
れ
る
だ
ろ
う
。

　

平
成
26
年
１
月
、
文
部
科
学

省
が
取
り
組
む
「
先
導
的
大
学

改
革
推
進
委
託
事
業
」
の
一
環

で
実
施
し
た
「
大
学
に
お
け
る

特
色
あ
る
教
育
事
例
の
把
握
等

に
関
す
る
調
査
研
究
」
に
お
い

て
、本
学
の「
興
動
館
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
創

ろ
う
！
私
た
ち
の
授
業
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」が
取
材
を
受
け
た
。

全
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
大
学
が
取

り
組
む
特
色
あ
る
教
育
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
文
部
科
学
省
が
作

成
す
る
事
例
集
で
紹
介
さ
れ
る

予
定
だ
。

　
「
創
ろ
う
！
私
た
ち
の
授
業

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
学
生
が

授
業
に
よ
り
主
体
的
に
臨
ん
で

い
く
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て

平
成
19
年
６
月
よ
り
ス
タ
ー
ト

し
た
。
学
生
が
望
む
授
業
と
教

員
が
考
え
る
授
業
は
必
ず
し
も

一
致
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
そ

こ
で
、
学
生
が
望
む
授
業
を
学

生
自
ら
考
案
し
、
授
業
プ
ラ
ン

を
作
成
し
て
き
た
。
平
成
24
年

度
に
は
、学
生
発
案
型
授
業「
ス

ポ
ー
ツ
で
学
ぶ
共
生
力
」
が
、

本
学
の
興
動
館
科
目
の
正
式
科

目
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。
も
ち

ろ
ん
、
こ
れ
に
は
教
員
の
協
力

が
不
可
欠
だ
。
よ
り
よ
い
授
業

づ
く
り
を
め
ざ
す
学
生
の
情
熱

に
応
え
、
全
力
を
注
ぐ
教
員
が

い
る
こ
と
も
本
学
の
特
色
の
ひ

と
つ
と
言
え
る
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
る
柾
本

伸
悦
准
教
授
（
興
動
館
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
セ
ン
タ
ー
長
）
は
、

「
学
生
が
授
業
を
創
る
と
い
う

と
、
単
に
楽
し
い
だ
け
の
授
業

を
作
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配

さ
れ
そ
う
で
す
が
、
本
学
の
学

生
は
、
本
当
に
学
ぶ
べ
き
も
の

を
追
究
し
て
授
業
創
り
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
よ
り
多
く
の
人

の
意
見
を
授
業
に
活
か
そ
う

と
、
在
学
生
は
も
ち
ろ
ん
、
本

学
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に

来
ら
れ
た
高
校
生
や
保
護
者
の

方
々
に
も
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
て
お
り
、
彼
ら
の
発
想
力
や

行
動
力
の
高
さ
に
は
驚
か
さ
れ

ま
し
た
。
学
生
が
授
業
を
創
る

と
い
う
斬
新
な
取
り
組
み
が
、

文
部
科
学
省
が
編
纂
す
る
事
例

集
に
役
立
て
ら
れ
る
こ
と
を
光

栄
に
思
い
ま
す
」
と
熱
く
語
っ

た
。

　

現
在
は
、
こ
う
し
た
授
業
創

り
に
加
え
、
教
員
の
魅
力
を
紹

介
す
る
冊
子
「
教
員
研
究
室
リ

レ
ー
」
も
作
成
し
て
い
る
。
学

生
が
教
員
の
研
究
室
を
訪
ね
、

授
業
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
教

員
の
人
間
性
や
教
育
理
念
な
ど

を
取
材
し
、記
事
に
ま
と
め
た
。

最
新
号
の
冊
子
は
４
月
に
全
学

生
に
配
付
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で

も
す
で
に
シ
リ
ー
ズ
化
さ
れ
て

お
り
、
授
業
や
ゼ
ミ
を
選
ぶ
際

に
も
役
立
つ
ツ
ー
ル
と
し
て
好

評
だ
。

　

今
後
の
学
生
の
活
動
に
学
外

か
ら
も
注
目
が
集
ま
っ
て
い

る
。

教育事例となった「創ろう ! 私たちの授業プロジェクト」

文
部
科
学
省 

平
成
25
年
度
先
導
的
大
学
改
革
推
進
委
託
事
業

創
ろ
う
！
私
た
ち
の
授
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
大
学
に
お
け
る
特
色
あ
る
教
育
事
例
の
把
握
等
に

関
す
る
調
査
研
究
」事
例
集
に
掲
載
予
定

30 選に選ばれた本学興動館教育プログラム プロジェクト研修会の様子

平成 26 年度
（前期） 広島経済大学

特別客員教授による教養特別講義日程
講義統一テーマ　「主体的に生きるために」

学生に実社会を学んでもらうとともに、開かれた大学づくりの一環として開講している「教
養特別講義」は、一般の方々にも公開しています（定員 250 名）。企業のトップをはじめ、
文化・芸能分野などで活躍されている方々に各専門分野について講義していただきます。
※一般聴講の前期受付は終了しました。

（
社
）
広
島
市
医
師
会　

会
長

松
村
循
環
器
・
外
科
医
院　

理
事
長

松マ
ツ
ム
ラ村  

誠マ
コ
ト 

氏

「
人
生
を
決
め
る
の
は
習
慣
だ

～
三
日
坊
主
せ
ん
ほ
う
が
え

え
で
～
」 平

成
26
年
４
月
17
日

第
１
回	

平
成
26
年
４
月
24
日

第
２
回	

株
式
会
社　

三
橋
貴
明
事
務
所

三ミ
ツ
ハ
シ橋 

貴タ
カ
ア
キ明 

氏

経
済
人
の
終
わ
り
「
経
済
学
」

と
「
現
実
」
に
つ
い
て
学
ぼ
う

平
成
26
年
５
月
１
日

第
３
回	

平
成
26
年
５
月
８
日

第
４
回	

平
成
26
年
５
月
15
日

第
５
回	

（
株
）
エ
ム
・
シ
ー
・
エ
ム

代
表
取
締
役
社
長

（
株
）
海
洋
化
学　

取
締
役
副
社
長

「
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
し

た
キ
ャ
リ
ア
半
生
」

平
成
26
年
５
月
22
日

第
６
回	

帝
京
大
学　

教
授
、
工
学
博
士

志シ
カ
タ方 

俊ト
シ
ユ
キ之 

氏

大
丈
夫
か
、
わ
が
国
の
危

機
管
理 平

成
26
年
６
月
12
日

第
９
回	

中
国
Ｓ
Ｃ
開
発
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

久ヒ
サ
モ
ト本 

和カ
ズ
ヒ
コ彦 

氏

「
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史

と
共
存
す
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
」

平
成
26
年
６
月
19
日

第
10
回	

平
成
26
年
６
月
26
日

第
11
回	

広
島
商
工
会
議
所 

会
頭

広
島
ガ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長

深フ
カ
ヤ
マ山 

英ヒ
デ
キ樹 

氏

自
立
・
自
律
し
た
社
会
を

創
る
た
め
に　

～
経
済
団

体
の
取
り
組
み
～

平
成
26
年
７
月
３
日

第
12
回	

厚
生
労
働
省
老
健
局

老
人
保
健
課
長

迫サ
コ
イ井 

正マ
サ
ミ深 

氏

地
域
力
で
超
高
齢
化
社
会
に

備
え
る　

―

医
療
と
介
護
の

現
状
と
課
題
を
見
つ
め
て―

平
成
26
年
７
月
10
日

第
13
回	

（
公
財
）
広
島
平
和
文
化
セ
ン
タ
ー

理
事
長

小コ
ミ
ゾ溝 

泰ヤ
ス
ヨ
シ義 

氏

「
ヒ
ロ
シ
マ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
を
世
界
に
、
そ
し
て
、

未
来
世
代
に

平
成
26
年
７
月
17
日

第
14
回	

平
成
26
年
５
月
29
日

第
７
回	

広
島
県
知
事

広
島
県
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

戦
略

平
成
26
年
６
月
５
日

第
８
回	

映
画
美
術
監
督

部ヘ
ヤ谷 

京キ
ョ
ウ
コ子 

氏

「
映
画
を
生
き
る

映
画
美
術
監
督
・
部
谷
京
子
」

Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員

安ア
ダ
チ達 

宜ヨ
シ
マ
サ正 

氏

若
い
世
代
は
政
治
と
ど
う

向
き
合
う
べ
き
か

株
式
会
社　

富
士
通
総
研

経
済
研
究
所　

主
席
研
究
員

中
国
の
政
治
・
社
会
・
経

済
の
新
た
な
展
開

前 

株
式
会
社
三
菱
総
合
研
究
所 

主
席
研
究
員
、
同
志
社
大
学
大

学
院
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
科 

教
授

浜ハ
マ  

矩ノ
リ
コ子 

氏

「
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
を
ど
う

と
も
に
生
き
る
か
：
人
間

復
権
の
経
済
学
を
求
め
て
」

三
島
食
品
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

三ミ
シ
マ島  

豊ユ
タ
カ 

氏

「
人
生
、
楽
し
く
。」

湯ユ
ザ
キ﨑 

英ヒ
デ
ヒ
コ彦 

氏

柯カ  

隆リ
ュ
ウ 

氏

江エ
ゾ
エ副  

碧ミ
ド
リ 

氏

経済産業省 パネルディスカッションの様子
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学
ぶ
た
め
の

学
習
サ
ポ
ー

ト
が
目
的

だ
。
平
成
25

年
12
月
15
日

と
平
成
26
年

３
月
12
日
に

実
施
し
た
入

学
前
ス
ク
ー

リ
ン
グ
で

は
、
大
学
生

活
に
つ
い
て

学
生
に
話
を

聞
く
機
会
や

各
学
科
に
分

か
れ
て
の
ガ

イ
ダ
ン
ス
・

模
擬
授
業
を

設
け
、
入
学

予
定
者
か
ら

は
「
目
標
を

も
っ
て
大
学
生
活
を
送
り
た

い
」「
入
学
が
と
て
も
楽
し
み

に
な
り
ま
し
た
」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
ｅ–

ラ
ー
ニ
ン
グ
で
は
高
校
レ
ベ
ル

者
を
対
象
に
「
入
学
前
学
習
プ

ロ
グ
ラ
ム
」を
実
施
し
て
い
る
。

本
学
で
模

擬
授
業
な
ど

を
行
う
入
学

前
ス
ク
ー
リ

ン
グ
と
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し

て
自
宅
学
習

に
取
り
組
む

ｅ–

ラ
ー
ニ

ン
グ
の
二
本

柱
で
、
入
学

前
に
大
学
生

活
へ
の
疑
問

や
不
安
を
解

消
し
て
も
ら

う
と
と
も

に
、
大
学
で

客
の
実
態
分

析
や
来
店
者

の
ニ
ー
ズ
を

調
べ
た
。

　

ア
ン
ケ
ー

ト
は
来
店
者

４
７
６
名
か

ら
回
答
を
得

た
。
な
か
で

も
多
か
っ
た

の
は
、「
ゆ
っ

く
り
座
れ
る

ス
ペ
ー
ス
が

な
い
」「
若

い
人
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し

た
お
店
が
少

な
い
」
と
い

う
声
だ
。
ま

た
、
年
配
の
来
店
者
を
中
心
に

「
商
品
の
宅
配
」
を
希
望
す
る

声
も
多
か
っ
た
。

　

こ
の
結
果
を
受
け
、
学
生
た

ち
は
報
告
会
で
、
若
者
の
集
客

ア
ッ
プ
を
目
指
し
た
カ
フ
ェ
の

出
店
や
、
高
齢
者
に
配
慮
し
た

宅
配
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
提
案
し

た
。

　

今
回
の
調
査
を
要
請
し
た
サ

ン
グ
リ
ー
ン
は
、「
お
客
様
か

　

平
成
26
年
１
月
19
日
、
山
本

公
平
ゼ
ミ
の
３
年
生
（
取
材
当

時
）６
名
が
取
り
組
ん
だ
調
査
・

研
究
「
中
山
間
地
域
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
課
題
」
に

つ
い
て
、報
告
会
を
実
施
し
た
。

　

こ
の
調
査
は
、
広
島
県
三
次

市
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

「
サ
ン
グ
リ
ー
ン
」
か
ら
の
要

請
で
始
ま
っ
た
。
三
次
市
は
広

島
県
北
部
の
中
心
都
市
で
あ
り

な
が
ら
、
過
疎
化
が
進
行
す
る

中
山
間
地
域
で
あ
り
、
商
店
街

や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な

ど
小
売
業
の
経
営
は
厳
し
い
状

態
に
あ
る
。
山
本
ゼ
ミ
で
は
、

そ
う
し
た
現
状
を
分
析
し
中
山

間
地
域
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
が
存
続
す
る
た
め
の
戦
略

に
つ
い
て
の
研
究
に
取
り
組
ん

だ
。

　

山
本
ゼ
ミ
で
は
、
平
成
25

年
６
月
22
日
、
23
日
と
９
月
20

日
、
21
日
に
現
地
で
の
調
査
に

取
り
組
ん
だ
。
サ
ン
グ
リ
ー
ン

に
必
要
だ
と
思
う
施
設
・
サ
ー

ビ
ス
な
ど
10
項
目
の
来
店
者
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
や
、
常
連
客
を

対
象
と
し
た
聞
き
取
り
調
査
の

ほ
か
、
平
日
と
休
日
の
来
店
客

数
調
査
や
、
サ
ン
グ
リ
ー
ン
か

ら
車
で
30
分
圏
内
の
エ
リ
ア
に

つ
い
て
ア
ク
セ
ス
状
況
な
ど
を

調
べ
る
実
走
調
査
も
実
施
。
集

　

ユ
ー
モ
ア
（humour

）
と

は
「
健
全
な
人
が
持
っ
て
い
る

共
感
者
を
得
る
よ
う
な
人
間
味

溢
れ
た
お
か
し
さ
」
を
い
う
。

こ
れ
は
人
間
を
形
成
す
る
要
素

の
大
き
な
１
つ
で
あ
り
、
人
類

の
歴
史
と
共
に
古
い
。

　

こ
の
ユ
ー
モ
ア
の
内
容
に
対

す
る
理
解
と
そ
れ
に
対
す
る
評

価
は
国
に
よ
っ
て
多
少
異
な

る
。
日
本
で
の
ユ
ー
モ
ア
の
位

置
は
決
し
て
高
い
も
の
で
は
な

い
。
公
式
の
場
で
の
ち
ょ
っ
と

し
た
ジ
ョ
ー
ク
も
不
謹
慎
と
さ

れ
る
場
合
が
多
い
。
私
の
研
究

対
象
と
す
る
イ
ギ
リ
ス
で
は
、

ユ
ー
モ
ア
はgentleman

の

必
須
要
素
で
あ
る
。
国
際
学
会

な
ど
で
も
、
昼
は
真
っ
向
か
ら

の
議
論
を
闘
わ
す
が
、
夜
の
懇

親
会
で
は
ジ
ョ
ー
ク
を
闘
わ
せ

て
い
る
こ
と
も
多
い
。
ま
た
、

か
な
り
公
式
な
講
演
の
冒
頭
に

ジ
ョ
ー
ク
を
１
発
噛
ま
し
て
、

「
掴
み
」
を
取
っ
て
か
ら
本
題

に
入
る
。
チ
ャ
ー
ル
ズ
皇
太
子

の
そ
れ
は
有
名
で
、
各
地
方
の

話
題
を
ジ
ョ
ー
ク
風
に
巧
み
に

仕
込
み
な
が
ら
ス
ピ
ー
チ
に
入

る
。
だ
か
ら
聴
衆
は
「
今
日
は

ど
ん
な
ジ
ョ
ー
ク
か
」
と
期
待

し
て
い
る
。

　

最
近
の
日
本
の
テ
レ
ビ
で
は

バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
が
大
流
行
で

あ
る
。
制
作
費
が
廉
価
で
あ
り

な
が
ら
比
較
的
安
定
し
た
視
聴

率
が
取
れ
る
、
重
要
な
コ
ン
テ

ン
ツ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
駄

洒
落
的
」
ユ
ー
モ
ア
を
求
め
る

の
は
日
本
社
会
の
疲
労
、
息
苦

し
さ
の
反
映
で
あ
る
。

　

さ
て
、
ユ
ー
モ
ア
、
洒
落
を

発
す
る
側
か
ら
見
る
と
、
そ
れ

は
余
裕
、
自
信
、
平
穏
等
に
支

え
ら
れ
て
い
る
。
余
裕
の
無
い

人
、
自
信
の
無
い
人
か
ら
ユ
ー

モ
ア
や
洒
落
は
発
せ
ら
れ
な

い
。
ま
た
「
親
父
ギ
ャ
グ
」
は

平
穏
な
家
庭
に
お
い
て
の
み

発
せ
ら
れ
る
。
そ
れ
が
家
庭
平

穏
の
原
因
で
あ
る
か
結
果
で
あ

る
か
は
別
と
し
て
、
危
機
に
あ

る
家
庭
で
そ
れ
は
発
せ
ら
れ
な

い
。
ま
た
多
く
の
対
人
関
係
や

小
集
団
の
中
で
、「
ア
ハ
ハ
ハ
、

ご
め
ん
な
さ
い
」
と
笑
っ
て
謝

れ
ば
済
む
よ
う
な
些
細
な
こ
と

を
、
ム
キ
に
な
っ
て
言
い
返
せ

ば
喧
嘩
に
な
り
、
以
後
の
関
係

に
と
っ
て
危
機
的
に
な
る
こ
と

は
必
定
だ
。

　

学
校
で
も
、
教
師
の
ユ
ー
モ

ア
度
が
ク
ラ
ス
の
リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ
ン
を
大
き
く
決
定
す
る
。

生
徒
の
ミ
ス
を
教
師
が
鷹
揚

に
、
そ
し
て
ユ
ー
モ
ア
を
持
っ

て
対
応
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ク

ラ
ス
が
和
ら
ぎ
、
子
ど
も
た
ち

も
安
心
す
る
。
こ
う
し
た
ク
ラ

ス
で
の
「
い
じ
め
」
は
少
な
い
。

ま
た
あ
る
教
師
は
「
ユ
ー
モ
ア

詩
」
を
子
ど
も
ら
に
書
か
せ
て

い
る
。
家
で
の
父
親
や
母
親
の

お
か
し
な
仕
草
も
含
め
て
、
率

直
に
綴
っ
た
詩
は
、
ユ
ー
モ
ア

を
含
み
な
が
ら
も
、
表
現
力
を

大
き
く
引
き
出
す
も
の
で
あ

る
。
親
か
ら
の
投
稿
も
含
め
て

学
級
通
信
に
載
せ
て
学
級
全
体

の
も
の
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、

親
同
士
の
繋
が
り
の
素
に
も

な
っ
て
い
る
。
学
級
づ
く
り
の

大
き
な
手
段
と
な
っ
て
い
る
ば

か
り
で
な
く
、
学
力
向
上
の
基

礎
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
様
な
ユ
ー
モ
ア
観
を

持
っ
て
私
は
本
学
の
学
生
に
接

し
て
い
る
が
、
時
折
全
く
通
じ

な
い
こ
と
も
あ
り
、
少
々
当
惑

と
挫
折
を
経
験
す
る
こ
と
も
あ

る
。
こ
れ
は
本
学
だ
け
な
の

か
、
近
年
の
若
者
達
一
般
に
見

る
「
ス
マ
ホ
中
毒
」
＝
人
間
関

係
の
弱
体
化
に
よ
る
弊
害
な
の

か
、
そ
れ
と
も
私
自
身
が
お
か

し
い
の
か
、
悩
ん
で
い
る
こ
の

頃
で
あ
る
。
ど
な
た
か
良
い
御

示
唆
を
！

（
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
教
授　

21
世
紀
の
社
会
学
、
ス
ポ
ー
ツ

文
化
論
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
論
、

プ
レ
ゼ
ミ
、International 

Sport Affairs

（
世
界
の
ス
ポ
ー

ツ
状
況
）、Domestic Sport 

Affairs in Japan

（
日
本
の
ス

ポ
ー
ツ
状
況
）、
卒
業
研
究
Ⅰ
、

卒
業
研
究
Ⅱ
）

内海　和雄

「
ユ
ー
モ
ア
の
す
す
め
」

今
年
は
、
約
70
名
の
学
生
が
参

加
し
た
。
沖
縄
戦
の
戦
跡
や
野

戦
病
院
壕
跡
、
慰
霊
碑
な
ど
を

３
日
間
か
け
て
歩
い
て
巡
り
、

　

平
成
26
年
２
月
23
日
か
ら
28

日
ま
で
、岡
本
ゼ
ミ
に
よ
る「
オ

キ
ナ
ワ
を
歩
く
」
が
実
施
さ
れ

た
。
８
回
目
の
実
施
と
な
っ
た

野戦病院壕を見学する学生たち

オ
キ
ナ
ワ
を
歩
く

慰
霊
碑
巡
礼
３
日
間

入
学
前
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

本
学
で
は
、
Ａ
Ｏ
・
各
種
推

薦
入
試
に
合
格
し
た
入
学
予
定

戦
跡
や
慰
霊
碑
の
前
で
は
戦
争

体
験
者
の
証
言
を
聞
い
た
。

　

３
回
目
の
参
加
と
な
る
寺
本

龍
平
さ
ん
（
当
時
経
済
学
科
４

年
・
島
根
県
／
平
田
高
校
出

身
）
は
、「
戦
争
体
験
者
の
お

話
し
か
ら
、
当
時
の
生
活
は
自

分
の
想
像
を
絶
す
る
過
酷
な

も
の
だ
っ
た
こ
と
を
感
じ
ま
し

た
。
戦
争
体
験
者
の
年
齢
も
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
直

接
お
話
し
を
聞
け
る
機
会
が
少

な
く
な
っ
て
い
く
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
だ
か
ら
、
皆
さ
ん
の
お

話
し
か
ら
感
じ
た
こ
と
や
学
ん

だ
こ
と
を
、
私
た
ち
も
し
っ
か

り
と
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
あ
ら
た
め
て
思
い
ま

し
た
」
と
３
年
間
を
振
り
返
り

な
が
ら
語
っ
た
。

　

食
料
が
十
分
に
な
か
っ
た
戦

時
中
の
暮
ら
し
を
よ
り
リ
ア
ル

に
イ
メ
ー
ジ
す
る
た
め
、
学
生

た
ち
は
、
慰
霊
碑
巡
礼
の
３
日

間
を
栄
養
補
助
食
品
と
水
だ
け

で
過
ご
し
た
。
歩
く
ル
ー
ト
や

１
日
に
進
む
距
離
な
ど
は
、
学

生
た
ち
が
事
前
に
計
画
し
、
現

地
で
も
４
回
生
や
参
加
経
験
の

多
い
学
生
た
ち
が
協
力
し
て
ス

ム
ー
ズ
な
進
行
に
尽
力
し
た
。

　

そ
の
一
人
で
も
あ
る
寺
本
さ

ん
は
、「
70
人
を
先
導
す
る
の

は
、
と
て
も
苦
労
し
ま
し
た
。

後
ろ
の
人
が
は
ぐ
れ
な
い
よ
う

に
ス
ピ
ー
ド
を
調
整
し
、
歩
行

中
の
安
全
や
学
生
た
ち
の
体
力

の
消
耗
具
合
な
ど
に
も
気
を
配

り
ま
し
た
」
と
、
現
地
で
の
苦

労
を
話
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
普
段
の
生
活
で

は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
、
何

十
キ
ロ
も
の
道
の
り
を
歩
く
た

め
、
体
力
的
に
は
と
て
も
辛
い

３
日
間
で
す
。
し
か
し
、
私
は

こ
の
経
験
を
通
じ
て
、
毎
日
を

平
和
に
不
自
由
な
く
過
ご
す
こ

と
が
で
き
る
幸
せ
を
強
く
感
じ

ま
し
た
。
こ
う
し
た
生
き
る
こ

と
の
喜
び
を
、
も
っ
と
多
く
の

学
生
に
感
じ
て
も
ら
い
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
で

語
っ
た
。

　

巡
礼
が
終
了
し
た
後
、
航
空

自
衛
隊
那
覇
基
地
内
に
あ
る
特

攻
隊
の
慰
霊
碑
を
参
拝
し
た
。

５
年
前
、
ゼ
ミ
の
先
輩
た
ち
が

こ
の
慰
霊
碑
の
前
で
海
軍
飛
行

専
修
予
備
学
生
だ
っ
た
大
之
木

英
雄
さ
ん
の
講
演
を
お
聞
き
し

た
。
今
回
、
そ
の
内
容
を
５
年

か
け
て
ま
と
め
た
『
学
生
が
聞

い
た
学
徒
出
陣
そ
し
て
特
攻
』

を
、
２
月
22
日
に
発
売
し
た
こ

と
の
報
告
の
た
め
で
あ
る
。

　

岡
本
ゼ
ミ
は
、
こ
れ
ま
で
に

も
「
オ
キ
ナ
ワ
を
歩
く
」
の
活

動
記
録
を
ま
と
め
た
本
や
、
戦

争
体
験
者
の
声
を
集
め
た
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
制
作
し
て
お
り
、
戦
争
の

広
島
県
三
次
市
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

報
告
会
を
実
施

山
本
ゼ
ミ
ナ
ー
ル 

中
山
間
地
域
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
調
査

記
憶
を
伝
承
す
る
た
め
の
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
戦
争
体
験
者
一
人
ひ
と
り

の
声
を
聞
く
こ
と
は
、
現
代
を

生
き
る
若
者
が「
命
」や「
人
生
」

に
つ
い
て
深
く
考
え
る
き
っ
か

け
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら

も
こ
う
し
た
活
動
が
続
い
て
い

く
こ
と
を
期
待
す
る
。

ら
の
声
を
活
か
せ
る
よ
う
、
可

能
な
限
り
ア
イ
デ
ア
を
取
り
入

れ
て
い
き
た
い
」
と
報
告
内
容

を
高
く
評
価
し
た
。

　

ま
た
、
学
生
た
ち
に
調
査
で

の
苦
労
や
工
夫
し
た
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
聞
く
と
、「
来
店
客

は
年
配
の
方
が
多
か
っ
た
た

め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
質
問
項
目

を
読
み
上
げ
て
回
答
を
い
た
だ

く
な
ど
工
夫
し
た
」「
若
者
や

主
婦
の
層
は
忙
し
い
た
め
か
ア

ン
ケ
ー
ト
に
協
力
し
て
く
れ
る

人
が
少
な
く
、
デ
ー
タ
収
集
に

苦
労
し
た
。
時
間
が
な
い
な
か

で
も
回
答
し
や
す
い
方
法
を
考

え
る
な
ど
、
も
っ
と
工
夫
で
き

た
か
も
し
れ
な
い
」
な
ど
の
声

が
あ
が
っ
た
。

　

今
回
の
調
査
が
、
地
域
や
企

業
の
発
展
に
つ
な
が
っ
て
い
く

こ
と
を
期
待
す
る
。

　今年も「新入生セミナー」を開催します。平成 26 年 4 月 4 日から 9
日までの期間中、江田島青少年交流の家での 1 泊 2 日の共同生活を体
験し、カッター研修や運動会、レクリエーションなどを通して学生同士、
また学生と教員との親睦を深めることを大きな目的としています。特に、
カッター研修や運動会での 8 人 9 脚競争、大縄跳びなど、仲間との協力
が不可欠な活動に取り組むことで、規律や思いやりの心を育みます。仲
間や先生と語り合い、積極的に交流の輪を広げてほしいものです。

新入生セミナーのご案内

カッター研修の様子

早
期
合
格
者
の
学
習
サ
ポ
ー
ト

の
国
語
、
英
語
、
数
学
を
効
率

的
に
復
習
し
た
。
成
果
を
ま
と

め
た
学
習
診
断
カ
ル
テ
も
作
成

で
き
、
今
後
の
指
導
に
も
活
か

し
て
い
く
予
定
だ
。

三次のショッピングモール調査の報告をする学生たち

全体ガイダンスの様子

学科別ガイダンスで自己紹介をする入学予定者たち

　証言者大之木英雄氏の所属していた元
山戦闘機隊は、昭和 20 年２月 22 日に「神
風特別攻撃隊七生隊」として特攻命令を
受けた。そしてその二カ月後、沖縄へ出
撃していく。彼らの直前の心情はいかな
るものだったのか・・・。貴重な戦争の
記録。

Ａ５判　１２６０円
（お問い合わせ先）
　　広島経済大学　岡本貞雄ゼミナール

「
学
生
が
聞
い
た

学
徒
出
陣
そ
し
て
特
攻

元
海
軍
第
十
四
期
飛
行
専
修
予
備
学
生

七
十
年
目
の
証
言　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
付

広
島
経
済
大
学
岡
本
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
編
」
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大
学
院
の
代
表
が
壇
上
に
上
が

り
、
前
川
学
長
か
ら
学
位
記
を

受
け
取
っ
た
。

　

同
時
に
教
育
職
員
免
許
状
授

与
式
も
行
わ
れ
免
許
状
が
授
与

さ
れ
た
。
続
い
て
、
学
業
に
優

れ
、
他
学
生
の
模
範
と
な
っ
た

卒
業
生
に
学
長
賞
が
贈
ら
れ

た
。

　

式
辞
に
立
っ
た
前
川
学
長
は

「
ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、

若
い
選
手
た
ち
の
活
躍
に
勇
気

づ
け
ら
れ
、
感
動
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
パ
ワ
ー
を

秘
め
た
若
者
は
ス
ポ
ー
ツ
の
世

界
以
外
に
も
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
中
に
も
き
っ
と

い
る
は
ず
で
す
。

　

今
日
か
ら
皆
さ
ん
が
巣
立
っ

て
い
く
社
会
は
、
決
し
て
甘
く

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
の
人

　

平
成
26
年
３
月
19
日
、

上
野
学
園
ホ
ー
ル
（
広

島
市
中
区
）
に
お
い
て
、

平
成
25
年
度
学
位
記
授

与
式
が
、
厳
粛
に
執
り

行
わ
れ
た
。

　

今
年
度
は
経
済
学
部

７
９
１
名
（
経
済
学
科

３
４
８
名
、
経
営
学
科

２
７
１
名
、
国
際
地
域

経
済
学
科
42
名
、
ビ
ジ

ネ
ス
情
報
学
科
76
名
、

メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
学

科
54
名
）
が
晴
れ
て
学

士
（
経
済
学
）
に
、
大

学
院
前
期
課
程
10
名
が

修
士（
経
済
学
）と
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
科
及
び

　

広
島
市
が
姉
妹
・
友
好
都
市

と
し
て
提
携
す
る
海
外
６
都
市

を
広
島
市
民
に
広
く
紹
介
し
、

都
市
同
士
の
友
好
を
さ
ら
に
深

め
る
た
め
に
活
動
す
る
「
ヒ
ロ

シ
マ
・
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
」
に
、

胤森　裕暢

　

初
め
て
担
当
し
た
こ
の
ゼ
ミ

で
は
対
話
を
活
発
に
行
い
た

か
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
各
自

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
で
体
験

し
た
こ
と
、
調
べ
考
え
た
こ

と
、
気
づ
い
た
こ
と
を
し
っ
か

り
語
っ
て
、
み
ん
な
が
質
問
し

合
う
。
そ
し
て
互
い
に
良
い
考

え
方
だ
と
わ
か
っ
た
ら
参
考
に

す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
毎
回
、「
ど
ん
ど
ん

話
そ
う
」「
質
問
し
よ
う
」「
良

か
っ
た
ね
と
い
う
だ
け
じ
ゃ
な

い
よ
ね
」
と
言
い
続
け
た
。
こ

れ
に
閉
口
し
た
ゼ
ミ
生
も
い
た

で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
で
も
最
初
か
ら
私
の
要

望
を
受
け
入
れ
、
ゼ
ミ
を
盛
り

上
げ
て
く
れ
る
人
も
い
た
し
、

当
初
は
遠
慮
気
味
だ
っ
た
人
も

ず
ば
り
的
を
射
た
質
問
を
し
て

く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
朱

に
交
わ
れ
ば
赤
く
な
る
」
の
だ

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。い
や
、

私
は
し
つ
こ
い
と
み
ん
な
が
観

念
し
た
だ
け
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
つ
こ
い
と
い
え
ば
、
宮
島

１
ｄ
ａ
ｙ
合
宿
で
私
は
、
居
心

地
の
よ
い
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
成

風
館
に
と
ど
ま
ろ
う
と
す
る
ゼ

67

ミ
生
を
説
得
し
、
全
員
で
の
弥

山
登
頂
を
果
た
し
た
。
山
頂
で

す
が
す
が
し
い
と
感
じ
た
の
は

私
だ
け
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

も
っ
と
は
っ
き
り
み
ん
な
の
気

持
ち
を
聞
い
て
お
け
ば
よ
か
っ

た
。

　

こ
う
し
て
話
し
合
い
、
助

け
合
っ
て
き
た

彼
ら
は
、
自
分

た
ち
が
卒
業
論

文
に
立
ち
向
か

う
運
命
共
同
体

で
あ
る
こ
と
に

気
付
い
て
い
っ

た
。
４
年
次
終

盤
に
は
、
ゼ
ミ

の
日
以
外
も
図

書
館
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
集
い
、
熱
心

に
対
話
を
続
け

た
よ
う
で
あ

る
。
例
え
ば
、

卒
論
原
稿
に
手
書
き
で
朱
を
入

れ
た
私
の
字
に
つ
い
て
「
何
て

読
め
ば
い
い
の
？
」「
そ
れ
な

ら
こ
う
い
う
意
味
よ
！
」「
じ
ゃ

あ
こ
う
直
す
か･･･

」
と
話
し

合
っ
て
い
た
、
い
や
ぼ
や
き

合
っ
て
い
た
よ
う
な
の
で
あ

る
。

　

ゼ
ミ
で
の
学
び
を
通
し
て
、

我
々
が
正
式
な
対
話
の
方
法
を

身
に
つ
け
た
か
ど
う
か
は
疑
わ

し
い
が
、
手
応
え
は
感
じ
た
。

　

み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
対
話
を
続
け
、

す
ば
ら
し
い
未
来
を
拓
か
れ
ま

す
よ
う
に
。

（
准
教
授　

教
職
入
門
、
社
会
・

公
民
科
教
育
法
、
演
習
Ⅰ
、
中

学
社
会
科
教
育
法
Ⅰ
・
Ⅱ
、
教

育
実
習
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
、
道
徳
教

育
指
導
法
、
公
民
科
教
育
法
、

教
職
実
践
演
習
（
中
・
高
））

　卓球部には現在、27 名のメンバー
がおり、経験者・未経験者を問わず
和気あいあいと卓球を楽しんでいま
す。練習は週 5 日あり、各自のレベ
ルに合わせた練習メニューを考えて
レベルアップに励んでいます。

　2013年の中国学生卓球選手権秋季大会では、中国地区1部リーグで団体戦5位入賞、
個人戦でも全日本大学選手権大会への出場を果たすことができました。大会後には必
ず、仲間同士で気づいた課題を話し合い、経験を次の試合に活かせるようにしています。
試合では自分のプレーに集中することはもちろんですが、他の選手のプレースタイル
を見て学ぶこともたくさんあります。各自の課題を明確にし、着実に技術を磨いてい
くことで一歩一歩勝利に近づいているのを感じます。
　試合本番では、緊張やプレッシャーで思うようなプレーができないこともあります
が、そんな時こそ仲間の応援やアドバイスが大きな力になります。それは、日々の練
習のなかで、学科や学年の枠を越えて仲間との信頼関係を築いているからこそ。卓球
を通じて、信頼し合い励まし合える仲間と出会いたいという人は、ぜひ一度、見学に
来てください。

活動日・時間／月～金（16:00 ～ 20:00）
場所／石田記念体育館 武道場
活動内容／中国学生卓球選手権（春・夏）、会長杯争奪選手権、幹事長杯争奪選手権、

課題練習

仲間との絆が
勝利のカギ！

卓球部

サ
ー
ク
ル
戦
績

本
学
興
動
館
を

使
用
し
警
察
機

能
が
維
持
さ
れ

る
こ
と
で
、
市
民

の
安
全
・
安
心
に

大
き
く
寄
与
す

る
こ
と
が
期
待

で
き
る
。

　

な
お
、
平
成
23

年
３
月
に
発
生

し
た
、
東
日
本
大

震
災
後
、
広
島
県

内
で
の
こ
の
よ

う
な
協
定
締
結

は
、
庄
原
市
と
庄

本
学
学
生
が

ヒ
ロ
シ
マ・メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
に

【
会
長
】
岩
本
貴
之
【
副
会
長
】

大
内
翔
太
・
久
保
卓
也
【
財
務
部

長
】
稲
田
貴
斗
【
書
記
部
長
】
大

西
和
也
【
厚
生
部
長
兼
献
血
推
進

委
員
長
】
春
木
孝
也
【
情
宣
部
長
】

児
玉
真
彬
【
渉
外
部
長
】
松
田
康

汰
【
文
化
局
長
】
樋
口
悟
【
体
育

局
長
】
兼
重
亮
平
【
大
学
祭
実
行

委
員
長
】
橋
本
真
治

第
47
期 

学
友
会
役
員

平
成
25
年
度
学
位
記
授
与
式
挙
行

卒業生を代表して答辞を述べる戸谷さん

本
学
の
学
生
・
西
田
英
美
子
さ

ん
（
取
材
当
時
メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ

ネ
ス
学
科
３
年
・
沖
縄
／
泊
高

校
出
身
）
が
選
ば
れ
た
。

　

広
島
市
は
、
姉
妹
・
友
好
都

市
と
し
て
海
外
６
都
市
（
ア
メ

リ
カ
・
ハ
ワ
イ
州
ホ
ノ
ル
ル
市
、

ロ
シ
ア
・
ボ
ル
ゴ
グ
ラ
ー
ド
市
、

ド
イ
ツ
・
ハ
ノ
ー
バ
ー
市
、
中

国
・
重
慶
市
、
韓
国
・
大
邱
広

域
市
、カ
ナ
ダ
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー

ル
市
）と
提
携
を
結
ん
で
お
り
、

毎
年
、
各
姉
妹
・
友
好
都
市
で

男
女
１
名
ず
つ
、
計
12
名
の
ヒ

ロ
シ
マ
・
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
を

公
募
し
て
い
る
。

　

西
田
さ
ん
が
担
当
す
る
の

は
、
韓
国
・
大
邱
広
域
市
で
、

任
期
は
２
０
１
４
（
平
成
26
）

年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
１
年

間
。
各
姉
妹
・
友
好
都
市
に
定

め
ら
れ
た
「
姉
妹
・
友
好
都
市

の
日
」
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
・
立
案
に
携
わ
る
ほ
か
、
５

月
に
開
催
さ
れ
る
「
ひ
ろ
し
ま

フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

で
司
会
進
行
役
を
務
め
る
予
定

だ
。

　

西
田
さ
ん
は
こ
の
活
動
に
つ

い
て
「
ヒ
ロ
シ
マ
・
メ
ッ
セ
ン

ジ
ャ
ー
に
決
ま
っ
た
と
き
は
と

て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
昔
か

ら
韓
国
が
好
き
で
、
大
学
で
は

留
学
も
経
験
し
た
の
で
、
私
が

現
地
で
感
じ
た
韓
国
の
魅
力
を

多
く
の
人
に
伝
え
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
の
魅

力
も
韓
国
の
人
々
に
知
っ
て
ほ

し
い
」と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　

本
学
は
韓
国
・
大
邱
大
学
と

姉
妹
校
で
あ
り
、
西
田
さ
ん
は

短
期
留
学
と
長
期
留
学
を
経
験

し
て
い
る
。
ま
た
、
留
学
中

に
韓
国
語
能
力
試
験
３
級
を
取

得
し
て
お
り
、
日
常
会
話
レ
ベ

ル
以
上
の
語
学
力
を
有
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
経
験
や
語
学
力

の
高
さ
が
ヒ
ロ
シ
マ
・
メ
ッ
セ

ン
ジ
ャ
ー
の
選
考
に
活
か
さ
れ

た
と
い
う
。

　

西
田
さ
ん
は
「
大
邱
大
学
へ

の
長
期
留
学
か
ら
帰
国
後
、
本

学
の
国
際
交
流
室
で
ヒ
ロ
シ

マ
・
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
の
こ
と

を
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が

応
募
の
き
っ
か
け
で
し
た
。
選

考
の
面
接
で
は
、
留
学
先
で
の

学
び
や
国
際
交
流
の
魅
力
、
韓

国
の
暮
ら
し
の
な
か
で
感
じ
た

こ
と
な
ど
を
素
直
に
話
し
ま
し

た
。
韓
国
に
つ
い
て
は
日
本
で

も
さ
ま
ざ
ま
な
報
道
が
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
実
際
に
現
地

広
島
市
成
人
祭

本
学
学
生
が
代
表
挨
拶

　

平
成
26
年
１
月
13
日
、
成
人

の
日
に
広
島
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
ー

ル
（
広
島
市
西
区
）
で
開
催
さ

れ
た
「
広
島
市
成
人
祭
」
に
お

い
て
、
後
藤 
翼
さ
ん
（
取
材

当
時
メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
学
科

２
年
／
広
島
県
・
沼
田
高
校
出

身
）
が
、広
島
市
の
新
成
人
（
男

性
５
９
９
３
名
、

女
性
５
８
０
８
名
）

を
代
表
し
て
新
成

人
の
宣
誓
を
行
っ

た
。

　

後
藤
さ
ん
は

「
最
近
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
普
及
に
よ

り
世
界
と
交
流
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
、
２
０
２
０
年
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
決
定
し
た

こ
と
か
ら
、
世
界
に
向
け
“
飛

翔
”で
き
る
人
間
に
な
り
ま
す
。

広
島
市
民
と
し
て
平
和
を
重
ん

じ
な
が
ら
、
明
る
い
街
を
つ
く

り
ま
す
」
と
、
堂
々
と
宣
誓
文

を
読
み
上
げ
、
二
十
歳
の
決
意

を
新
た
に
し
た
。

　

成
人
祭
を
終
え
、
後
藤
さ
ん

は
「
こ
れ
ま
で
育
て
て
く
れ
た

両
親
、
大
切
な
仲
間
た
ち
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
が
こ
み
上
げ
て

き
ま
し
た
。
読
み
き
っ
た
瞬
間

は
と
て
も
誇
ら
し
い
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。
大
人
と
し
て
の

自
覚
と
責
任
を
持
ち
、
こ
れ
か

ら
の
日
本
を
背
負
う
若
者
の
一

員
と
し
て
、
世
界
へ
と
羽
ば
た

け
る
よ
う
な
人
間
に
な
り
た
い

で
す
」
と
語
り
、
新
た
な
人
生

の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

対話の手応え

成人祭代表として
宣誓する後藤さん

メッセンジャー依頼書交付式で交付を受けた西田さん（左から2番目）（写真提供：広島市広報課）

に
行
っ
て
人
々
と
交
流
し
て
こ

そ
わ
か
る
魅
力
が
た
く
さ
ん
あ

る
こ
と
を
留
学
し
て
実
感
し
ま

し
た
。
ヒ
ロ
シ
マ
・
メ
ッ
セ
ン

ジ
ャ
ー
と
し
て
友
好
の
輪
が
さ

ら
に
広
が
っ
て
い
け
ば
嬉
し
い

で
す
」
と
語
っ
た
。

　

現
在
は
、「
ひ
ろ
し
ま
フ
ラ

ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
向

け
て
司
会
の
練
習
に
取
り
組
ん

で
い
る
ほ
か
、
韓
国
へ
の
渡
航

も
予
定
し
て
お
り
、
今
後
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
る
。

原
警
察
署
、
呉
市
と
呉
・
広
・

音
戸
警
察
署
に
次
い
で
３
番
目

と
な
る
が
、
民
間
施
設
と
し
て

は
県
内
初
と
な
る
。

民
間
施
設
で
は
県
内
初
！

本
学
「
興
動
館
」
を
大
規
模
災
害
時
に
お
い
て

警
察
署
使
用
不
能
時
に
お
け
る
提
供
施
設
と
し
て
協
定

提供施設となる本学興動館

▽
第
57
回
全
日
本
大
学

空
手
道
選
手
権
大
会
男

子
団
体
組
手
出
場

○
ス
ケ
ー
ト
部

▽
第
86
回
日
本
学
生
氷

上
競
技
選
手
権
大
会
出

場
＝
坪
田
佳
子
【
Ｓ
Ｐ

16
位
・
Ｆ
Ｐ
20
位
・
総

合
20
位
】

▽
第
69
回
国
民
体
育
大

会
冬
季
大
会
出
場

生
航
路
に
お
い
て
は
、
挫
折
や

敗
戦
と
い
う
難
関
が
待
ち
受
け

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い

う
局
面
に
立
っ
て
も
、
ア
ス

リ
ー
ト
た
ち
の
見
せ
た
高
い
理

想
に
向
か
っ
て
努
力
を
続
け
る

不
屈
の
精
神
を
思
い
起
こ
し
、

飛
躍
す
る
力
を
発
揮
し
て
く
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

い
つ
の
日
に
か
ま
た
同
窓
会
、

大
学
祭
な
ど
の
折
に
大
学
に

戻
っ
て
き
て
、
立
派
に
成
長
し

た
姿
を
見
せ
て
く
れ
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と
、

卒
業
生
を
激
励
。

　

教
職
員
を
は
じ
め
、
ご
列
席

い
た
だ
い
た
多
数
の
保
護
者
が

見
守
る
中
、
卒
業
生
は
新
た
な

門
出
の
祝
福
を
受
け
、
式
は
緊

張
の
中
に
も
和
や
か
な
雰
囲
気

の
う
ち
に
終
了
し
た
。

　

平
成
26
年
２
月
27
日
、
本
学

に
お
い
て
、
大
規
模
災
害
時
に

広
島
県
安
佐
南
区
警
察
署
が
使

用
不
能
と
な
っ
た
場
合
の
代
替

施
設
と
し
て
、
本
学
施
設
の
一

部
（
本
学
興
動
館
）
を
提
供
す

る
協
定
締
結
が
行
わ
れ
た
。

　

今
回
の
協
定
締
結
に
よ
り
、

万
が
一
の
事
態
に
お
い
て
も
、

○
競
技
ス
キ
ー
部

▽
第
87
回
全
日
本
学
生
ス
キ
ー

選
手
権
大
会
出
場

○
空
手
道
部

協定書調印の様子
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【
２
級
】
植
原
一
輝
（
経
済
学

科
３
年
）

●
日
商
簿
記
検
定

●
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ

【
６
５
０
点
以
上
】
チ
ン 

チ
ャ

ン 

バ
ォ 

ゴ
ッ
ク
（
経
営
学
科

１
年
）

【
６
０
０
点
以
上
】
境
悠
貴
（
ビ

ジ
ネ
ス
情
報
学
科
２
年
）、
冨

岡
大
地
（
経
済
学
科
１
年
）

▽
学
部
長
表
彰
者

●
文
章
読
解
・
作
成
能
力
検
定

実施日 進路・就職支援プログラム

平成26年2月19日現在

6月 5日（木）
12日（木）
21日（土）

28日（土）

第1回就職ガイダンス（3年）
就職情報サイト活用講座（プレオープン）（3年）
就職説明会（広島）（3年保護者）
　※1・2年次生の保護者も可
就職説明会（松山）（3年保護者）
　※1・2年次生の保護者も可

7月 3日（木）
6日（日）

12日（土）

17日（木）
19日（土）

20日（日）

第2回就職ガイダンス（3年）
就職説明会（山口）（3年保護者）
　※1・2年次生の保護者も可
第1回SPI・一般常識模擬テスト（3年）
就職説明会（福山）（3年保護者）
　※1・2年次生の保護者も可
第7回学内合同企業説明会（4年）
就職説明会（高松）（3年保護者）
　※1・2年次生の保護者も可
就職説明会（松江、岡山）（3年保護者）
　※1・2年次生の保護者も可

5月 15日（木）
17日（土）
20日（火）
22日（木）

留学生就活講座①（仮称）（1～3年）
公務員試験対策模試（1～3年）
4年次生就職ガイダンス①（4年）
第6回学内合同企業説明会（4年）

4月
平成26年

24日（木）公務員ガイダンス（1～3年）

2月 3日（火）
12日（木）～
18日（水）
20日（金）
26日（木）

第6回就職ガイダンス（3年）

学内証明写真撮影会（3年）

卒業生による就活セミナー（3年）
面接対策講座（3年）

3月 3日（火）～
6日（金）
11日（水）
12日（木）
13日（金）
16日（月）
17日（火）

公務員試験対策合宿（1～3年）

第1回学内合同企業説明会（3年）
第2回学内合同企業説明会（3年）
第3回学内合同企業説明会（3年）
第4回学内合同企業説明会（3年）
第5回学内合同企業説明会（3年）

10月 1日（水）
2日（木）
6日（月）
7日（火）
8日（水）
9日（木）

4年次生就職ガイダンス②（4年）
第3回就職ガイダンス（3年）
第8回学内合同企業説明会（4年）
第9回学内合同企業説明会（4年）
第10回学内合同企業説明会（4年）
留学生就活講座②（仮称）（1～3年）

9月 29日（月）
～12月25日（木） 3年ゼミキャリアセンター活用ガイダンス（3年）

上記スケジュールは、諸般の事情により変更する場合があります。

平成26年度 進路・就職支援プログラムスケジュール

12月 4日（木）
11日（木）
13日（土）
18日（木）

第5回就職ガイダンス（3年）
4年次生就職ガイダンス③（4年）
第2回SPI・一般常識模擬テスト（3年）
Ｕターン就活講座（仮称）（3年）

6日（水）
7日（木）～
10日（日）

公務員ガイダンス（1～3年）

夏期公務員試験対策講座（1～3年）

8月

6日（木）
7日（金）

～1月22日（木）
8日（土）～
9日（日）

13日（木）～
14日（金）
20日（木）
22日（土）

第4回就職ガイダンス（3年）

卒業生による仕事研究セミナー（3年）

面接・グループディスカッション対策講座（3年）

女子学生メイク・マナー講座（3年）

公務員ガイダンス（1～3年）
公務員試験対策模試（1～3年）

11月

平成27年

医療法人せのがわ、湖山医療福祉グループ医療法人社団ひがしの会、医療法人あ
すか、㈱クォーレ、㈱Ｍ＆Ｃコラボレイション、社会福祉法人三篠会　ほか

医療、福祉

平成25年度 主な就職先一覧 （順不同）

建設業
大和ハウス工業㈱、セキスイハイム中四国㈱、日本国土開発㈱、東建コーポレーション㈱、
アイディホーム㈱、四国通建㈱、ダイコー通産㈱、扶桑建設工業㈱、中石産業㈱、山陰冷
暖㈱　ほか

情報通信業
ＫＤＤＩ㈱、㈱マイナビ、アンデックス㈱、ソフトバンクグループ㈱、㈱エネルギア・コミ
ュニケーションズ、㈱ＮＴＴマーケティングアクト、㈱ＵＳＥＮ、コマツソフト㈱、東和ハ
イシステム㈱、㈱神戸デジタル・ラボ、㈱サンネット　ほか

卸売業、小売業
㈱アスティ、中村角㈱、㈱西原商会、鈴木㈱、㈱ニシムラ、日本ハム西販売㈱、中浦食品
㈱、三協テック㈱、出光リテール販売㈱中国カンパニー、㈱メタルワン鋼管、ヤンマーアグ
リジャパン㈱中四国カンパニー、㈱中国クボタ、コマツ建機販売㈱中国カンパニー、ヤチ
ヨコアシステム㈱、富士ゼロックス広島㈱、理研産業㈱、大田鋼管㈱、㈱古島、ホシザキ
中国㈱、東テク㈱、西日本三菱自動車販売㈱、ブリヂストンタイヤジャパン㈱西日本支社、
シンセイ㈱、三光電業㈱、ライト電業㈱、トヨタエルアンドエフ広島㈱、㈱カワニシホールデ
ィングス、共和医理器㈱、㈱大創産業、㈱サンキ、成和産業㈱、㈱アスティス、丸井産業
㈱、大黒天物産㈱、㈱丸久、㈱トライアルカンパニー、㈱スパーク、㈱フレスタ、㈱ユアー
ズ、㈱藤三、㈱万惣、㈱フジ、㈱コメリ、㈱ジュンテンドー、ダイキ㈱、㈱ナフコ、コーナン商
事㈱、㈱インターナカツ、青山商事㈱、㈱ワールドストアパートナーズ、㈱ノーリーズ、㈱エ
ービーシー・マート、㈱フランス屋、ダイレックス㈱、㈱イズミ、㈱エブリイ、㈱ハローズ、マッ
クスバリュ西日本㈱、㈱今治デパート、㈱原田ガトーフェスタハラダ、タイヘイ㈱、㈱ポプラ、
㈱ファミリーマート、㈱ＮＨＣ、㈱ビバックス、いすゞ 自動車中国四国㈱、㈱スズキ自販島根、
日産プリンス広島販売㈱、広島トヨペット㈱、広島トヨタ自動車㈱、ネッツトヨタ山口㈱、ト
ヨタカローラ広島㈱、㈱アンフィニ広島、㈱ヤナセ、広島スバル㈱、山口トヨペット㈱、㈱ビ
ッグモーター、㈱ホンダカーズ広島、島根トヨタグループ、㈱エディオン、㈱ココカラファイン、
㈱コスモス薬品、㈱ザグザグ、㈱ハーティウォンツ、㈱レデイ薬局、㈱ププレひまわり、㈱大
野石油店、伊藤忠エネクスホームライフ西日本㈱、四国ガス燃料㈱、イワタニ山陽㈱、㈱
フタバ図書、メガネの田中チェーン㈱、㈱メガネトップ、㈱大進本店、㈱日本テレメッセージ
ほか

金融業・保険業
㈱三井住友銀行、㈱広島銀行、㈱もみじ銀行、㈱西京銀行、広島信用金庫、東山
口信用金庫、しまなみ信用金庫、日生信用金庫、川之江信用金庫、広島市信用組
合、備後信用組合、四国労働金庫、明治安田生命保険（相）、日本生命保険（相）
ほか

不動産業、物品賃貸業
住友不動産販売㈱、穴吹興産㈱、㈱良和ハウス、㈱穴吹ハウジングサービス、㈱不
二ビルサービス、マツダオートリース㈱、㈱ニシケン　ほか

学術研究、専門・技術サービス業
㈱グラフィック、㈱ダイキエンジニアリング　ほか

宿泊業、飲食サービス業
㈱リーガロイヤルホテル広島、㈱ホテルグランヴィア広島、㈱法華倶楽部、松山総
合開発㈱（松山全日空ホテル）、㈱フジファミリーフーズ、㈱リンガーハット、㈱ジョイ
フル、㈱あきんどスシロー、日本マクドナルド㈱、イズミ・フード・サービス㈱　ほか

生活関連サービス業、娯楽業
㈱日本旅行、㈱サニクリーン広島、㈱ラウンドワン、シダックス㈱　ほか

複合サービス事業
広島市農業協同組合、安芸農業協同組合、広島中央農業協同組合、三原農業協
同組合、福山市農業協同組合、庄原農業協同組合、岩国市農業協同組合、山口
宇部農業協同組合、いずも農業協同組合、斐川町農業協同組合、西いわみ農業
協同組合、高知はた農業協同組合、えひめ中央農業協同組合、周桑農業協同組
合、生活協同組合ひろしま　ほか

その他サービス業
広島綜警サービス㈱、大昌工芸㈱　ほか

公務
雲南市役所、上島町役場、独立行政法人国立印刷局、防衛省海上自衛隊、防衛
省陸上自衛隊、広島県警察、岡山県警察、山口県警察、愛媛県警察、広島市消防
局（Ⅰ種、Ⅱ種）、今治地区事務組合消防本部　ほか

製造業
㈱エフピコ、㈱サタケ、㈱伊藤園、チチヤス㈱、㈱マーメイドベーカリーパートナーズ、㈱あ
じかん、カイハラ㈱、㈱コーコス信岡、㈱自重堂、旭蝶繊維㈱、㈱インデップ、丸三産業㈱、
㈱ウッドワン、ドリームベッド㈱、三鬼化成㈱、㈱富士薬品、㈱ノエビア、太陽石油㈱、㈱日
本パーカーライジング広島工場、大和重工㈱、㈱サンポール、広島アルミニウム工業㈱、
㈱ガルバ興業愛媛西条工場、岡本工機㈱、㈱中西製作所、㈱シブヤ、㈱サンエス、大和
冷機工業㈱、大光電機㈱、㈱ヒロテック　ほか

運輸業、郵便業
福山通運㈱、シモハナ物流㈱、佐川急便㈱、双葉運輸㈱、四国福山通運㈱、㈱中
国シッピングエージェンシイズ、㈱ロジコム、㈱日ノ丸自動車、岡山交通㈱　ほか

平
成
25
年
度

就
職
支
援
を
振
り
返
る

　

平
成
26
年
３
月
卒
業
生
の
就

職
状
況
は
昨
年
度
に
比
べ
て
も

好
調
で
あ
り
、
２
月
末
現
在
で

85
・
８
％
（
就
職
希
望
者
）
の

学
生
が
就
職
を
決
定
し
た
。
今

年
度
の
特
徴
と
し
て
は
、
女
子

学
生
の
総
合
職
志
向
が
強
い
傾

向
に
あ
り
、
就
職
率
も
男
子
学

生
よ
り
３
・
８
％
高
い
結
果
と

な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
高
水
準
の
就
職
率

と
な
っ
た
の
は
、
学
生
の
努
力

の
成
果
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
加

え
て
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と

し
て
も
、
昨
年
に
続
く
就
職
状

況
の
好
転
の
影
響
か
ら
学
生
の

就
職
活
動
の
楽
観
視
や
準
備
不

足
、
ス
タ
ー
ト
の
遅
れ
な
ど
が

な
い
よ
う
、
サ
ポ
ー
ト
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
ま
た
、
１
年
次

か
ら
し
っ
か
り
と
将
来
を
見
据

え
た
準
備
が
で
き
る
よ
う
、
さ

ま
ざ
ま
な
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
し
て
い
る
。

　

本
学
の
取
り
組
み
と
し
て

は
、
職
員
と
ゼ
ミ
教
員
と
の
連

携
の
強
化
が
大
き
な
特
徴
だ
。

ウ
ェ
ブ
上
で
本
学
の
学
生
へ
の

求
人
情
報
を
閲
覧
で
き
る
就
職

支
援
シ
ス
テ
ム
「
Ｊ
ｏ
ｂ　

Ｈ

ｕ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
（
ジ
ョ
ブ 

ハ
ン

タ
ー
）
３
」
と
、
教
職
員
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
を
リ
ン
ク
さ
せ
、

ゼ
ミ
担
当
教
員
と
キ
ャ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
職
員
が
ゼ
ミ
生
の
就
職

活
動
の
進
行
度
合
い
な
ど
を
共

有
し
、
効
率
的
な
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
サ
ポ
ー
ト

体
制
も
定
着
し
、
就
職
活
動
が

順
調
に
進
ん
で
い
な
い
学
生
の

早
期
把
握
・
対
応
が
よ
り
ス

ム
ー
ズ
に
な
っ
た
。
ま
た
、
教

員
の
就
職
指
導
へ
の
理
解
も
深

ま
り
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に

足
を
運
ぶ
学
生
が
以
前
に
比
べ

増
加
し
て
い
る
。

　

平
成
26
年
度
は
、
企
業
訪
問

に
よ
る
情
報
収
集
の
さ
ら
な
る

強
化
を
め
ざ
す
。
本
学
で
は
広

島
県
ま
た
は
中
四
国
エ
リ
ア
で

の
就
職
を
希
望
す
る
学
生
が
多

い
た
め
、
４
年
次
生
に
向
け
て

地
元
の
優
良
企
業
を
中
心
に
よ

り
充
実
し
た
情
報
提
供
を
行
っ

て
い
く
予
定
だ
。
ま
た
、
平
成

28
年
３
月
卒
業
生
は
、
採
用
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
大
幅
に
変
更
さ

れ
る
。
就
職
に
関
す
る
企
業
の

広
報
活
動
は
、
こ
れ
ま
で
よ
り

も
３
ヵ
月
遅
い
３
月
１
日
か
ら

と
な
り
、
採
用
選
考
活
動
の
開

始
も
４
ヵ
月
遅
い
８
月
１
日
か

ら
と
な
る
た
め
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
変
更
の
初
年
度
に
あ
た
る
３

年
次
生
に
対
し
て
は
、
変
更
に

備
え
た
早
期
準
備
を
呼
び
か
け

て
い
く
予
定
だ
。

　

本
学
が
例
年
高
い
就
職
実
績

を
誇
る
の
は
、
卒
業
生
の
活
躍

に
支
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

ま
た
、
企
業
か
ら
は
、「
明
朗

快
活
で
礼
儀
正
し
い
」「
素
直

で
協
調
性
が
あ
る
」「
実
行
型

で
粘
り
強
い
」
と
い
っ
た
評
価

を
い
た
だ
い
て
い
る
。今
後
も
、

一
人
で
も
多
く
の
学
生
が
希
望

の
就
職
を
実
現
し
、
社
会
で
活

躍
し
て
い
け
る
よ
う
、
キ
ャ
リ

ア
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
全
力
で

学
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

学生懸賞論文表彰者

学部長表彰者

平
成
25
年
度
学
生
懸
賞
論
文
審
査
結
果

（
学
年
は
表
彰
当
時
の
も
の
）

▽
学
長
表
彰
者

●
税
理
士
試
験
会
計
科
目

【
簿
記
論
、
消
費
税
法
】
中
野

紘
平
（
大
学
院
前
期
課
程
）

【
消
費
税
法
】
田
原
昴
（
大
学

院
前
期
課
程
）

●
行
政
書
士 

竹
村
圭
司
（
大

学
院
前
期
課
程
）

●
宅
地
建
物
取
引
主
任
者
資
格

試
験 

桒
田
康
平
（
経
営
学
科

３
年
）、
大
下
喜
弘
（
経
営
学

科
２
年
）

平
成
25
年
度
後
期
資
格
表
彰
者

　

平
成
26
年
３
月
17
日
、
学
生

懸
賞
論
文
各
賞
の
授
与
式
が
行

わ
れ
た
。
本
学
の
学
生
懸
賞
論

文
は
論
文
作
成
の
プ
ロ
セ
ス
に

お
い
て
技
法
の
会
得
や
先
生
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
な
ど
、
人
間
形
成
の
場
と
な

る
よ
う
に
企
画
さ
れ
て
い
る
。

審
査
結
果
は
以
下
の
と
お
り
。

（
学
年
は
表
彰
式
当
時
の
も
の
）

【
４
年
生
の
部
】

　

応
募
数
：
２
編

▽
最
優
秀
賞
：
該
当
者
な
し

▽
優
秀
賞
：
該
当
者
な
し

▽
奨
励
賞
（
１
編
）：
高
梶
弘

樹（
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
学
科
４
年
）

【
論
文
題
目
】
多
様
化
社
会
に

お
け
る
若
者
と
旅
行
の
在
り
方

～
「
若
旅
」
と
い
う
新
し
い
価

値
の
考
察
～
（
川
村
健
一
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
）

【
１
年
～
３
年
生
の
部 
】　

　

応
募
数
：
13
編

▽
最
優
秀
賞
：
該
当
な
し

▽
優
秀
賞
：
該
当
な
し

▽
奨
励
賞
（
３
編
）：
島
本
薫

（
経
営
学
科
３
年
）【
論
文
題
目
】

再
注
目
さ
れ
る
広
島
市
中
心
部

～
オ
ー
バ
ー
ス
ト
ア
と
新
型
イ

ベ
ン
ト
～
（
細
井
謙
一
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
）・
森
永
健
太
（
経
営

学
科
３
年
）【
論
文
題
目
】
ゲ
ー

ム
機
の
製
品
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル 

任
天
堂
型
の
製
品
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
と
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｙ
型
の
製
品
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
違
い
（
細
井

謙
一
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
）・
杉
山
遥

（
経
営
学
科
３
年
）【
論
文
題
目
】

大
学
の
授
業
に
お
け
る
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
使
用
と
規
範

意
識
・
大
学
生
活
の
目
的
と
の

関
連（
細
井
謙
一
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
）

【
２
級
】
山
田
英
知
（
経
営
学

科
１
年
）

●
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
技
能
検
定

【
２
級
】
平
岡
拓
志
（
経
営
学

科
３
年
）、
川
久
保
伊
織
（
経

営
学
科
３
年
）

●
サ
ー
ビ
ス
接
遇
実
務
検
定

【
準
１
級
】
栗
田
祐
暉
（
ス
ポ
ー

ツ
経
営
学
科
３
年
）、
三
上
真

人
（
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
２

年
）、
田
中
遼
（
ス
ポ
ー
ツ
経

営
学
科
２
年
）

●
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ

【
５
０
０
点
以
上
】
鄧
秋
晨
（
経

営
学
科
１
年
）

●
Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト　

川
原
慎

（
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
学
科
１
年
）

今

卒
業
生
は

花
と
緑
の
演
出
で

多
く
の
人
に
笑
顔
と
感
動
を
届
け
た
い
。

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー

岡
田 

英
治
さ
ん

経
済
学
科　

平
成
13
年
３
月
卒
業

　

切
り
花
や
鉢
物
の
販
売
、

店
舗
や
ブ
ラ
イ
ダ
ル
の
花
装

飾
な
ど
を
手
が
け
る
（
株
）

花
弘
（
本
社
東
京
都
）
で
フ

ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て

働
い
て
い
ま
す
。
幼
い
頃
か

ら
花
や
デ
ザ
イ
ン
に
興
味
が

あ
り
、
一
番
好
き
な
こ
と
を

仕
事
に
し
た
い
と
思
っ
て
こ

の
仕
事
を
選
び
ま
し
た
。
入

社
後
、
フ
ラ
ン
ス
の
高
級
住

宅
街
で
あ
る
パ
リ
16
区
で
人

気
の
花
屋
「
ク
ロ
ー
ド
カ
ン

コ
ー
」
で
研
修
を
積
み
、
現

在
は
東
京
の
店
舗
を
中
心

に
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
や
ギ

フ
ト
商
品
な
ど
の
企
画
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

仕
事
の
や
り
が
い
は
、
な

ん
と
い
っ
て
も
お
客
様
の
笑

顔
。
多
く
の
お
客
様
に
花
を

通
じ
て
、
感
動
と
喜
び
を
届

け
た
い
と
思
い
、
仕
事
に
励

ん
で
い
ま
す
。

　

今
ま
で
の
仕
事
の
な
か
で

も
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る

の
は
、「
母
の
日
」
に
向
け

た
商
品
企
画
で
す
。
お
店
の

デ
ィ
ス
プ
レ
ー
を
考
え
商
品

を
揃
え
る
な
ど
、
ス
タ
ッ
フ

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
夜

遅
く
ま
で
準
備
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
そ
の
頑
張
り
が
実

を
結
び
、
一
週
間
の
売
り
上

げ
が
前
年
度
比
１
５
０
％
以

上
を
達
成
。
多
く
の
方
に
喜

ん
で
い
た
だ
け
た
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
私
が
担
当
し
て
い

た
店
舗
を
見
て
く
だ
さ
っ
た

大
手
ブ
ラ
ン
ド
メ
ー
カ
ー
の

お
客
様
か
ら
、
新
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
と
な

る
装
花
の
オ
ー
ダ
ー
を
い
た

だ
い
た
こ
と
も
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
で
す
。

　

仕
事
が
忙
し
く
、
大
変
な

時
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
ん
な

と
き
に
支
え
て
く
れ
る
の
が

大
学
時
代
か
ら
の
友
人
で

す
。
広
島
経
済
大
学
で
と
も

に
学
び
、
支
え
合
う
な
か
で

築
い
た
信
頼
関
係
は
、
一
生

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

大
学
時
代
の
思
い
出
で
一

番
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と

は
、
ゼ
ミ
の
仲
間
と
学
園
祭

で
喫
茶
店
「
カ
フ
ェ 

ド
ゥ　

空
の
下
」
を
運
営
し
た
こ
と

で
す
。
経
営
の
基
本
と
な
る

仕
入
、
商
品
企
画
、
販
売
な

ど
を
学
生
時
代
に
体
験
で
き

た
こ
と
は
、
と
て
も
い
い
経

験
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
大

学
で
の
学
び
や
経
験
が
、
現

在
の
仕
事
で
お
客
様
と
接
す

る
際
に
も
活
か
さ
れ
て
い
る

の
を
感
じ
ま
す
。

　

今
後
は
、
東
京
を
中
心
に

全
国
で
展
開
す
る
店
舗
の
企

画
や
、
Ｖ
Ｍ
Ｄ
（
ビ
ジ
ュ
ア

ル
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン

グ
）
の
手
法
を
取
り
入
れ
て

お
客
様
の
購
買
意
欲
を
高
め

る
売
り
場
づ
く
り
に
も
携
わ

り
、
企
業
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を

高
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

私
は
「
自
分
の
最
も
好
き

な
こ
と
」
を
仕
事
に
し
ま
し

た
。
そ
れ
を
実
現
で
き
た
の

は
、
広
島
経
済
大
学
で
の
学

び
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
後
輩
の
み
な
さ

ん
に
も
、
ぜ
ひ
自
分
の
好
き

な
こ
と
を
追
求
し
、
突
き
進

ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

学長表彰者
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◆広島経済大学経済研究論集　第36巻　第4号（2014年3月）
【論　説】
中国の産業安全論争とその政策的反映（下） 片岡　幸雄（教　授）
 胡　烜（南条装備工業株式会社）
英国における近隣居住地域住民の人的関係性と
　公共財の私的供給 中嶋　則夫（准教授）
【研究ノート】
日銀の異次元緩和と円安 野北　晴子（教　授）
【翻　訳】
裴長洪「<二つの転換>をどう位置付けるか
　―開放型経済水準の全面的向上におけるその意義―」 片岡　幸雄（教　授）
 広田　堅志（准教授）
【研究集会報告】
イノベーションと管理会計
　―新たな関係性の探索― 天王寺谷　達将（助　教）
日本のスポーツ関連企業の自己資本利益率格差
　に関する産業組織論的考察 松水　征夫（教　授）

◆広島経済大学研究論集　第36巻　第4号（2014年3月）
人材育成モデルに対応した履修計画作成支援
　アプリの開発と適用 伊藤　則之（教　授）
 久保　大支（助　教）
 丹羽　啓一（准教授）
巨大災害とＬＣＰ（Life Continuity Planning） 松井　一洋（教　授）
日本語の文法能力テストの開発と信頼性
　―日本語学習者のデータによるテスト評価― 宮岡　弥生（教　授）
 玉岡　賀津雄（名古屋大学大学院教授）
 酒井　弘（広島大学大学院教授）
中学校進路指導の視点から見た
　高等学校教育の現状に関する研究（Ⅱ） 餅川　正雄（教　授）
北琉球奄美大島佐仁方言の敬語形式 重野　裕美（助　教）
学習意欲向上にむけた講義形態の違いによる
　選好の分析 堂本　絵理（助　授）
【研究集会報告】
カビに魅入られて 堀越　孝雄（教　授）

◆広島経済大学研究双書　第41冊
『芥川龍之介の童話 ―神秘と自己像幻視の物語―』
　翰林書房（2014年2月） 武藤　清吾（教　授）

学生の皆さんへ
　本学の研究紀要『論集』には先生方の最新の研究成果が掲載されています。
最新号は、1号館玄関・図書館・メディア情報センター等に置いていますので、各
自自由に持ち帰ってください。また、バックナンバーをご希望の場合は、地域経
済研究所まで来てください。

のお知らせ
オープンキャンパス
2014

今年もオープンキャンパスを開催します。模擬授業や
個別相談、施設見学など、見て、聞いて、体験できる
楽しいプログラムを用意してお待ちしております！

10：30～ 15：30（予定）

のお知らせのお知らせ
オープンキャンパス
2014
オープンキャンパス
2014

7月26日土 
8月24日日 

6月15日日 
7月27日日 
11月　2日日（ミニオープンキャンパス） 中四国、県内遠方

からは、無料送迎
バスを運行します。

中四国、県内遠方
からは、無料送迎
バスを運行します。

　

平
成
26
年
度
入
学
試
験
は
志
願
者
総
数
２
９
７
２

名
（
前
年
度
対
比
＋
27
名
）
で
１
パ
ー
セ
ン
ト
増
と
い

う
結
果
と
な
っ
た
。

　

今
年
度
は
、
一
般
入
学
試
験
に
お
い
て
、
本
学
が
目

指
す
日
本
語
教
育
の
徹
底
の
た
め
、
従
来
の
Ｏ
Ｃ
Ｒ
解

答
方
式
に
加
え
、
国
語
に
記
述
式
の
解
答
を
一
部
導
入

し
た
。
ま
た
同
入
学
試
験
及
び
入
試
セ
ン
タ
ー
入
学
試

験
で
は
、
引
き
続
き
大
学
改
革
の
一
環
で
ボ
ー
ダ
ー
ラ

イ
ン
を
高
く
設
定
し
昨
年
同
様
の
倍
率
と
な
っ
た
。

■平成 26 年度 AO、推薦、一般、入試センター入学試験結果

入試制度 募集人員
（人）

志願者数
（人）

受験者数（A）
（人）

合格者数（B）
（人）

競争率（A/B）
（人）

AO 入学試験 20 24 23 6 3.8 

推薦入学試験 360 671 667 540 1.2 

一般入学試験（1 期） 280 1,318 1,276 528 2.4 

一般入学試験（2 期） 55 244 188 85 2.2 

入試センター入学試験（1 期） 105 665 665 502 1.3 

入試センター入学試験（2 期） 30 50 50 40 1.3 

計 850 2,972 2,869 1,701 1.7 

入 学 試 験 結 果平成 26 年度

新　

任
人　

事

◆
教
育
職

〈
平
成
26
年
4
月
1
日
付
〉

 

役
職
就
任

〈
平
成
26
年
４
月
１
日
付
〉

◆
教
育
職

【
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
学
科
主
任
】

村
山
秀
次
郎

◆
事
務
組
織
役
職
者

（
※
印
は
教
員
の
兼
務
）

【
女
子
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー 

部
長
】
石
田
優
子
※
【
図
書

館 

館
長
】
山
村
耕
一
郎
※ 

昇　

任

〈
平
成
26
年
４
月
１
日
付
〉

◆
教
育
職

【
教
授
】
中
嶋
則
夫
【
准
教
授
】

藤
田
順
也
・
堂
本
絵
理
・
本

岡
亜
沙
子
【
助
教
】
松
田
亮

 

兼　

任

〈
平
成
26
年
４
月
１
日
付
〉

（
※
印
は
教
員
の
兼
務
）

◆
事
務
職
（
兼
務
部
署
）

【
女
子
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
】

石
田
優
子
〈
部
長
〉
※
・
田

中
泉
※
・
胤
森
裕
暢
※
・
迫

田
奈
美
子
※
・
高
野
修
（
教
育
・

学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
次
長
）・

佛
円
浩
美
（
教
育
・
学
習
支

援
セ
ン
タ
ー
課
長
補
佐
）・
長

尾
政
宏
（
入
試
・
広
報
戦
略

室
課
長
補
佐
）・
栢
章
子
（
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
係
長
）・
瀨
戸

麻
由
佳
（
教
育
・
学
習
セ
ン

タ
ー
）・
下
住
優
菜
（
入
試
・

広
報
戦
略
室
）

保護者様向けメールマガジン配信中
（通称：HUE（ヒュー）メル）

保護者様向けメールマガジン配信中
（通称：HUE（ヒュー）メル）
保護者様向けメールマガジン配信中
（通称：HUE（ヒュー）メル）
保護者様向けメールマガジン配信中
（通称：HUE（ヒュー）メル）

　本学では、広島経済大学の最新情報を月初めにメールマガジンで配信して
います。ぜひ、ご登録のうえご覧いただき、広島経済大学および学生たちの
ことを知る一助にしていただければと思います。保護者のみなさまの多数の
ご登録をお待ちしております。

【配信内容】
・今月の行事
・先月のNEWS&TOPICS
・クラブ＆サークル 
・HUE知っ得情報 など

【登録は広島経済大学ホームページから】
広島経済大学 検索

教授

瀬
せ と

戸　正
まさのり

則
助教

石
い し の

野　亜
あ や

耶
助教

幸
こ う だ

田 圭
けいいちろう

一朗

担
当
科
目

簿
記
入
門
、簿
記
３
級
Ⅰ
、

財
務
管
理
論
Ⅰ
・
Ⅱ
ほ
か

◆
事
務
職

〈
平
成
26
年
4
月
16
日
付
〉総務部管財課

荻
お ぎ の

野　晃
あきひろ

弘

担
当
科
目

経
営
入
門
、企
業
形
態
論
、

中
小
企
業
経
営
論
ほ
か

担
当
科
目

情
報
社
会
論
、
ｅ
ビ
ジ
ネ

ス
、
資
本
市
場
の
役
割
と

証
券
投
資
ほ
か

感謝状贈呈の様子
　

平
成
25
年
10
月
７
日
、

園
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
山

本
高
公
会
長
よ
り
、
本
学
が

園
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
の
開
催
地
と
し

て
、
石
田
記
念
体
育
館
メ
イ
ン

ア
リ
ー
ナ
を
大
会
の
開
催
場
所

と
し
て
無
償
貸
出
し
し
た
こ
と

に
対
し
、
本
大
会
の
運
営
に
寄

与
し
た
と
し
て
感
謝
状
が
贈
ら

れ
た
。

園
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
は
平
成
25
年

度
で
開
催
20
年
。
今
後
も
引
き

続
き
開
催
場
所
と
し
て
応
援
し

た
い
。
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　1798 年にナポレオンは、エジプトを植民地
化してイギリス軍のインド交通路を断つため
にエジプトに侵攻した。その際、約 5万人の
大軍と 200 名余りの学術調査団を組織し同行
させた。学術調査団は、古代の遺跡をはじめ、
美術、博物学、地質地理、また当時の生活様式、風習、貨幣・度量衡まで、ありとあらゆ
るものを調査し記録した。
　その帰途フランス艦隊は、アブキール湾において、ネルソン提督率いるイギリス艦隊に
大敗し、イギリスは降伏の条件として、フランスがエジプトで採取した遺品や美術品と調
査資料を譲渡するよう求めた。ロゼッタ・ストーンをはじめ多くの彫像、ミイラなどがイ
ギリスに渡り、現在は大英博物館に収められている。しかし調査の際作成された資料は死
守され、「エジプト誌」として刊行されたため、後世に残されることになった。
　館蔵本は、894 枚の図版が完全に揃っており、さらに博物学編Ⅰのうちの鳥類の彩色図版
14枚をもう一式含み、計908枚の図版が揃っている完全本である。現代のいかなる技術をもっ
てしても再現は不可能といわれる本書の美しさは、印刷史上最高のものと評されている。

　　France. Commission des sciences et arts d'Égypte　Description de l'Égypte, 
ou, Recueil des observations et des recherches qui ont été faites en Égypte pendant 
l'expédition de l'armée française.
　　. Paris : De l'Imprimerie impériale,  
1809-1822  21 volumes. ; Text vols. in 39cm.;
Préface & plates vols. in 71 cm.; & plates 
vols. (larger size) in 109 cm

「エジプト誌」全 21 巻 1809-1830 年　パリ刊
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ひろしまフラワーフェスティバル
参加のお知らせ

今年もひろしまフラワーフェスティバルに“興
動人ひろば”で参加します。学生を中心とし
たさまざまな催しを用意し、皆様のご来場を
お待ちしております。ぜひお越しください！

5月3日（土）・4日（日）・5日（月）


